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出典：参考文献３ 影山優子 作成

とてもそう まあそう どちらとも あまりそう 全く

思う 思う いえない 思わない 思わない

1）環境的課題を関心を持って見つけたり考えたりす
ることができた

5 4 3 2 1

2）フロアごとの環境課題を決める際、自分の意見を
出すことができた

5 4 3 2 1

3）フロアごとの話し合いでは、メンバーひとりひとり
の意見を出し合うことができた

5 4 3 2 1

4）フロアごとの環境改善計画は、利用者の視点か
らも検討した

5 4 3 2 1

5）作成された環境改善計画は、納得できるものだっ
た

5 4 3 2 1

6）環境改善計画は、思い付きでなく目的や効果を
踏まえて作成することができた

5 4 3 2 1

7）計画案について、上司や管理者、専門家など周
囲から助言を得て進めることができた

5 4 3 2 1

とてもそう まあそう どちらとも あまりそう 全く

思う 思う いえない 思わない 思わない

8）改善の実施にあたっては自分なりに関心を持っ
て主体的に関わることができた

5 4 3 2 1

9）実施にあたっては利用者に説明するなどの配慮
を行った

5 4 3 2 1

10）計画したイメージどおりの実施ができた 5 4 3 2 1

11）環境づくりをすることで業務負担が増えない配
慮がなされた

5 4 3 2 1

とてもそう まあそう どちらとも あまりそう 全く

思う 思う いえない 思わない 思わない

12）自分は改善した環境を使いこなして（活用して）
いる

5 4 3 2 1

13）利用者は、改善された環境を使いこなしている 5 4 3 2 1

14）訪れる家族は、改善された環境を活用している 5 4 3 2 1

15）環境づくりの実施前と実施後で、環境に対して
関心が高まった

5 4 3 2 1

16）一連の環境づくりは楽しかった 5 4 3 2 1

17）機会があればもう一度取り組んで見たいと思う 5 4 3 2 1

＜準備期＞

＜実施期＞

＜実施後＞

取り組みのプロセスの評価

環境づくりの振り返りをしたいと思います。それぞれの項目について、
いずれか１つ、あなたの感想に近いものに○をつけてください。
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この調査票は、痴呆性高齢者への環境配慮の実施状況をご記入ください。記入は、取り組み単位（ユニット、フロア等）ごとにお願いいたします。

記入年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　　日

記入者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チーム・ユニット・フロア：　　　　　　　　　　　　）

4 3 2 1

問：痴呆をもつ入居者に対して、次のような環境配慮をどの程度実施していると、あなたは感じていますか。
以下の項目について、「４ かなり実施されている」～「１ 全く実施されていない」のいずれかに○印をおつけく
ださい。

か
な
り
実
施
さ
れ
て
い
る

ま
あ
ま
あ
実
施
さ
れ
て
い
る

あ
ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い

全
く
実
施
さ
れ
て
い
な
い

（1） 廊下や共用空間にいる痴呆のある入居者を、職員が見守りやすいような建物の構造になっている 4 3 2 1
（2） 痴呆のある入居者のいる建物の出入り口は、職員が自然な形で監視しやすくなっている 4 3 2 1
（3） ぶつかって転倒の原因となるようなカートや椅子などを、廊下に置かないようにしている 4 3 2 1
（4） 滑りにくく、転倒してもけがをしないような床の材質になっている 4 3 2 1
（5） ぶつかってもけがをしにくいように、家具やカウンターの縁が丸くなっている 4 3 2 1
（6） 安全に介護をするために、トイレには十分なスペースが確保されている 4 3 2 1
（7） 居室やトイレなどの位置を分かりやすくするために、サインや絵などの目印を用いている 4 3 2 1
（8） 痴呆のある入居者が、時間経過を分かるように、カレンダーや時計などを意図的に飾っている 4 3 2 1
（9） 痴呆のある入居者が、その空間で行われる活動を思い起こしやすいように、家具やもので演出をしている 4 3 2 1

（10） 自分の部屋をわかりやすいように、インテリア（ベッドカバー、カーペットなど）に変化をつけている 4 3 2 1
（11） 痴呆のある入居者が時間的な感覚を持てるように、時間的な目印となる活動を設けている 4 3 2 1
（12） 痴呆のある入居者が、迷わずに方向感覚を持ちやすい廊下のつくりになっている 4 3 2 1
（13） 居住者の生活空間や生活単位を少人数にグループ化している 4 3 2 1
（14） トイレを各居室に設けている 4 3 2 1
（15） 食堂やデイルームなどの共用空間に近接して共用トイレを設けている 4 3 2 1
（16） シャワーや入浴設備を居室に設けている、または家庭的な小規模の浴室を設けている 4 3 2 1
（17） 入居者が使いやすいような洋服ダンスが居室内に置かれている 4 3 2 1
（18） 痴呆のある入居者が利用できる台所を設けている 4 3 2 1
（19） 痴呆のある入居者が園芸を楽しめる場所が庭や屋上にある 4 3 2 1
（20） 痴呆のある入居者が落ち着いて生活できるように、放送設備などの音量を低いレベルに抑えている 4 3 2 1
（21） 痴呆のある入居者が落ち着いて生活できるように、共用空間でのテレビの音量や視聴時間を調整している 4 3 2 1
（22） 居住棟の臭いを取り除く工夫をしている 4 3 2 1
（23） 落ち着いた音楽や会話などを痴呆のある入居者の日常生活の中に取り入れている 4 3 2 1
（24） 痴呆のある入居者になじみのある時代や文化を反映する絵画や装飾品を取り入れた環境づくりをしている 4 3 2 1

（25）
色調、家具、床や壁など施設全体のインテリアは統一がとれ、痴呆のある入居者に視覚的なミスマッチを感じ
させないようにしている

4 3 2 1

（26） 施設内には、痴呆のある入居者に生活を感じさせる香りがある（食べ物、コーヒー、新鮮な花の香りなど） 4 3 2 1
（27） 痴呆のある入居者が昼夜の区別をしやすいように、室内の明るさは意図的に昼は明るく、夜は抑えている 4 3 2 1
（28） 痴呆のある入居者が、居室に思い出の品や写真が飾れるようにしている 4 3 2 1
（29） 居住棟の共用部分には、スチールなどの事務的なものではない、家庭的な家具が置かれている 4 3 2 1
（30） 居住棟では家庭的な雰囲気を保つために、施設的機器（カート、収納棚）を目のつきにくい場所に置いている 4 3 2 1
（31） 入居者の家族が訪ねてきたときに、落ち着いて話ができる場所を用意している 4 3 2 1
（32） 痴呆のある入居者の生活歴や興味のあることについて、スタッフが情報を共有している 4 3 2 1
（33） 痴呆のある入居者が興味を持っていたことを、日常の活動の中に生かすようにしている 4 3 2 1
（34） 痴呆のある入居者にあわせて、入浴方法、時間、温度などに配慮している 4 3 2 1
（35） 居室に入る前に、職員は扉をノックするようにしている 4 3 2 1
（36） 痴呆のある入居者が居室の扉を閉めておくことを希望すれば、居室の扉を閉めることを認めている 4 3 2 1
（37） 一日のうちに何度か居室から出るように、痴呆のある入居者に働きかけている 4 3 2 1
（38） 入浴時には、入居者のプライバシーへの配慮を十分行っている 4 3 2 1
（39） 痴呆のある入居者が少人数で使用するのに適した食堂やデイルームがある 4 3 2 1
（40） 痴呆のある入居者の希望を取り入れて、自分の着たい服を選べるようにしている 4 3 2 1
（41） 痴呆のある入居者にあわせて、食事のメニューを選択できるようにしている 4 3 2 1
（42） 痴呆のある入居者がいる場所を選択できるように、居住棟の各所に椅子を置いている 4 3 2 1
（43） 痴呆のある入居者や家族の希望により、相部屋か個室を選択できるようにしている 4 3 2 1
（44） 痴呆のある入居者にあわせて、居室の温度、空気、明るさを容易に調整できるようにしている 4 3 2 1
（45） 痴呆のある入居者にあわせて、寝る時間、入浴の時間を選択できるようにしている 4 3 2 1
（46） 玄関ホールや廊下に人が集まれるラウンジを設けている 4 3 2 1
（47） 居住棟にさまざまな規模の交流の場を用意している（多くの椅子が置かれた部屋、小グループ用の部屋など） 4 3 2 1
（48） 主要な活動の場に隣接して、椅子を配置して活動を眺めることができるようにしている 4 3 2 1
（49） デイルームやラウンジなどの椅子は会話がしやすいように配置している 4 3 2 1
（50） 痴呆のある入居者の社会的接触や交流を促進するさまざまなプログラムを用意している 4 3 2 1
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4 3 2 1

問：個々の入居者の日常生活にどのような配慮をしていますか。以下の項目について、
「４　いつもしている」～「１ 全くしていない」の中から当てはまるものに一つ○をつけてく
ださい。

い
つ
も
し
て
い
る

と
き
ど
き
し
て
い
る

あ
ま
り
し
て
い
な
い

全
く
し
て
い
な
い

（1） 入居者になじみのある時代や文化を反映したものを施設内に置いている 4 3 2 1

（2） 入居者が花や植物に触れられるようにしている 4 3 2 1

（3） 入居者が庭やベランダに出て、季節感や自然の空気を感じられるようにしている 4 3 2 1

（4） 入居者の興味のあることを、施設内での活動や役割に生かしている 4 3 2 1

（5） 入居者の生活歴や興味のあることを、他のスタッフと情報を共有している 4 3 2 1

（6） 入居者の思い出の品や写真を話題に取り入れた会話をしている 4 3 2 1

（7） 施設内にある小道具を利用して、入居者と他の入居者の交流を図っている 4 3 2 1

（8） 居室やトイレなどが分かるように、サインや絵などの目印を活用している 4 3 2 1

（9） 排泄や入浴をなるべく自分でできるように配置している 4 3 2 1

（10） 入居者が衣服の整理をできるように、タンスなどを使いやすく工夫している 4 3 2 1

（11） 入居者が毎朝自分の希望に合った衣服を選べるようにしている 4 3 2 1

（12）
日常のレクリエーション活動には、入居者の意思を尊重して、参加したりしなかったりの
選択ができるようにしている

4 3 2 1

（13） 毎日の起床と就寝時間などは、ある程度入居者の希望を取り入れている 4 3 2 1

（14） 入居者が昼夜の区別をしやすいように、室内の明るさに気を配っている 4 3 2 1

（15）
入居者にとって施設内の音が不快な場合、例えば、大きすぎるテレビの音、他の入居者
の大声などにすぐ対応している

4 3 2 1

（16） ある入居者に接している時も、他の利用者について視野に入れている 4 3 2 1

（17） 入居者同士の人間関係に気を配りながら接している 4 3 2 1

生
活
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流
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己
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個別配慮チェックリスト
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2.07

2.33

1.96

2.46

2.67

2.52

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

施設内にある小道具を利用して、入居者と

他の入居者の交流を図っている

居室やトイレなどが分かるように、サインや

絵などの目印を活用している

入居者になじみのある時代や文化を反映し

たものを施設内に置いている

実施前

実施後

個別配慮

Ｎ＝28

 

【事例】 

特別養護老人ホーム「たちばなホー

ム」（東京都墨田区）では、4 つのフ

ロアの得点を次元ごとに当てはめて、

レーダーチャートに表しました。 

施設環境づくりの取り組みの前後で、

すべての次元で改善が見られ、特に

「見当識への支援」「ふれあいの促進」

「環境における刺激の質」が改善され

たことが分かります。 

 

 

 

【事例】 

「たちばなホーム」では、環境づくり前後をみると、実施時に個別配慮が高まるのがみられました。 

 

 

 

チェックリストのまとめ方 

痴呆性高齢者施設環境配慮尺度 

個別配慮チェックリスト 

0

1

2

3

4
見当識への支援

機能的な能力への支援

環境における刺激の質

環境における刺激の調整

安全と安心への支援生活の継続性への支援

自己選択への支援

プライバシーへの配慮

ふれあいの促進

実施前 実施後
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評価  ［○をつける］ 

○    ×    ?! 

撮影日時 

   年   月   日   時ごろ

～にとって［○をつける］ 

 ①職員  ②入居者 

 ③その他（           ）

～ということが 

 

 

～と思った 

 

 

こんな工夫ができるかも… 

 

コメント 

№ 

撮影場所（箇所）     

ＰＥＡＰ日本版３次元：１・２・３・４・５・６・７・８・その他（○をつける）

 

 

参加者プロフィール（該当するものひとつに○をつけてください） 

１．キャプション評価に参加するのは何回目ですか？ 

①（     ）回目   ②初めて参加 

 

２．あなたの立場は？ 

①常勤職員  ②非常勤職員  ③利用者家族  ④ボランティア  ⑤本人 

⑥その他（                          ）←専門などあれば具体的に 

 

３．あなたの性別は？ 

①男性    ②女性 

 

４．あなたの年齢は？ 

①10 代  ②20 代  ③30 代  ④40 代  ⑤50 代  ⑥60 代  ⑦70 代  ⑧80 代 

参加者ＩＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            写真貼付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［オモテ］ 

［ウラ］ 



 

環境づくり事前事後シート 

目標（方針） 

   場所                     

Before After 

課題や問題点だったこと 改善のポイント・工夫した点

写真貼付 写真貼付
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